
 
 

（別紙：共同検討内容） 

 

 （対象の領域） 

  ＜仕様記述に関する事項＞ 

! 画面遷移・定義 

画面遷移やレイアウトといった Web アプリケーションでは必須の設計項目

でも、プロジェクト毎にその記述方法は異なっていることが少なくありません。

そのため仕様記述方法の検討を行います。 

! ビジネスプロセス（業務の流れ・手順の仕様） 

要件を定義する際に、ビジネスプロセスを定義することは重要と考えられま

す。標準的な記述方法も提唱されていますが、ＩＴ業界固有の表現が中心であ

るため、必ずしも発注者にとって理解しやすいとは言えません。そのため発注

者が理解するために必要な、より補完的な記述方法の検討を行います。 

! データモデル（データベースの仕様） 

データの構造（＝スキーマ）を設計するには仕様書が不可欠ですが、技術的

専門分野の情報であるため発注者が理解することは大変困難です。そのため発

注者が確認可能な仕様記述および確認形式の検討を行います。 

! 業務ロジック（処理詳細の仕様） 

処理の詳細を記述する際には、情報の流れ図（＝フローチャート）や業務や

処理手続きの流れを記述するための図（＝アクティビティ図）といった表現を使

うケースが多いのですが、プロジェクト毎に記述方法が異なっていることや、

抽象的な表現であることにより理解が困難なケースがあります。そのため発注

者が容易に確認可能な表現方法の検討を行います。 

 

＜仕様合意に関する事項＞ 

! お客様との仕様合意方法 

検討の過程で生じた各方法論について、実際の開発現場での適用可能性の検

証を行いつつ、発注者側企業の協力を得て、合意までの確認および確定の方法

について検証を重ねながら仕様合意形成方法の検討を行います。 

 

 


